








要約:小児の事故・中毒の防止活動を行い、その活動の有用性を評価するためには事故の

実態を継時的に把握するシステムが必要となる。中等症から重症の事故・中毒が集まる病

院は最も適切な情報収集の場である。病院において、一カ所に集めることができ、継続性

があり、経費のかからない定点は救急外来である。地域の二次病院を受診した 16 歳未満

の事故・中毒の全症例を 1 年間にわたって検討した。平均すると、事故・中毒の 62%が時

間外診療を受けており、当院においては救急外来を定点としてサーベイランスを行うこと

が可能であると考えた。


